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令和３年度第１回紀南地域高等学校活性化推進協議会(８／20)の概要 
 

 

１ 日時  令和３年８月 20日（金）19時 00分から 21時 00分まで 

 

２ 場所  オンライン実施（事務局：吉田山会館 206号室） 

 

３ 概要  

次期「県立高等学校活性化計画」の策定に向けた動きや紀南高校の活性化取組の総括

的な検証、木本高校の取組等を共有し、今後の中学校卒業者数の減少や当地域を取り巻

く高校の現状や課題をふまえ、これからの紀南地域の子どもたちの学びや県立高校のあ

り方について協議しました。 

主な意見は次のとおりです。 

 

≪紀南地域の高校のあり方について≫ 

〇 紀南ＰＴＡ連合会では、当地域の過疎化を防ぐには地域の産業構造の改革に取り組む

必要があると考えており、そのためには、ICT 教育の充実や、地元での安定した就業の

確保、大学進学者が帰郷を望むような地域の活性化に取り組む必要がある。なお、今年

度は、保護者約 2000 人を対象に、紀南地域の高等学校のあり方等についてアンケート

を実施する予定である。  

〇 紀南高校は、時代のニーズをふまえ地域に根差した取組を進めているが、地域の中学

生や保護者は伝統校の木本高校を目指す傾向がどうしても強い。木本高校の令和２年度

の四年制大学への進学実績は 65 人で、大学進学のニーズとしては２学級規模に相当す

る人数となっている。進路を検討するにあたって、木本高校の普通科に対する進学校の

イメージと多様な進学実績等の現状にギャップを感じる中学生や保護者もいる。 

〇 小規模になることで、これまでの地域に根差した学習活動や部活動を行うことがさら

に難しくなることが予想される。 

〇 木本高校は、大学への進学希望を実現できる地域の高校として、普通科３学級・総合

学科１学級で教育活動に取り組んでいるが、学級減に伴う教員減により、教育活動をこ

れまでと同様に行うことが難しくなっている。今後、部活動の顧問が確保できないだけ

でなく、科目数の多い地理歴史・公民科や理科の教員の配置が難しくなり、その結果、

生徒の選択の幅が狭くなっていく。 

〇 約 50 名の地域外への流出に歯止めがかかれば、２校存続も考えられるのではないか。

コロナ禍の影響で地域に魅力を感じ、地方の学校を積極的に目指す傾向が強まることも

考えられる。紀南高校の県外生徒を受け入れる定員を拡げてはどうか。 

資料１ 
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⇒（事務局）現在の入学者選抜では、県内すべての小規模校で定員の５％を上限に県外

生徒を受け入れる制度を実施しているが、実際には一部の学校を除いて入学

者はほとんどいないのが現状である。加えて希望者を募るにあたっては、学

びの充実や受け入れのための環境整備と併せて考える必要がある。 

〇 紀南高校は、コミュニティスクールとして教職員も一生懸命に取り組んでいる。教職

員の話から、多様な学力の生徒や、特別な支援を必要とする生徒も在籍している中、教

員数が減少し学校も無理していることがうかがえる。同窓会としても、ほとんどの者が

何が何でも学校を存続させてほしいとは思ってはいない。２校存続させることによりで

きるだけ幅広く学力保障、進路実現ができる体制を目指してきたが、仮に紀南高校が 1

学級になったときに、子どもたちにとって本当にそれでいいのか真剣に考えている。一

方、もし木本高校に統合された場合には、紀宝町の子どもたちは通学に困ることになり、

子どもたちのために地域としてどうすればいいのか悩ましい。ただ、紀南高校が地域か

らなくなると、紀宝町の中学校卒業者が、和歌山県に流れてしまうのは間違いない。 

〇 子どものことを第一に考えると、統合が必要だと考える。地元の者が話すとどうして

も木本高校寄り・紀南高校寄りの考えになってしまうので、県主導で統合の方向性を出

したうえで、その後ハード面、ソフト面をどうするか考えるべきではないか。地域全体

の中学校卒業者数が、３、４学級規模になる前に先に統合をすべきだと思う。 
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令和２年度協議会での主な意見 

＜両校の活性化にかかる取組の成果と課題について＞ 

〇 木本高校では七里御浜等の地域の清掃活動などの奉仕作業を通して、この地域の良

さを再認識することにつながり、生徒たちが生まれ育った場所を大切にする想いが高

まっている。また、高校生が小学校に英語を教えに行く取組により、生徒自身の英語

の理解もさらに深まり、学習意欲の高まりにもつながっている。 

○ 木本高校生による小学校での英語の授業は、今年度はコロナ禍のため実施出来なか

ったが、昨年度は２回実施し、とても良い活動であった。小学生は教えてもらうこと

で高校生にあこがれ、また顔つきが変わった小学生の変化を目の当たりにした高校生

も自信を持つことにつながっている。 

〇 紀南高校では、インターンシップの体験を通じて学んだ大切なことを小・中学生に

伝える等の活動などを、地域の新聞社やケーブルテレビ等に積極的に情報提供してい

る。 

＜当地域の高校における教育内容について＞ 

○ この地域の高校生はいろいろな職業に接することが少ない。職業が多様であるとい

う情報が得られるような教育活動が推進されることが望ましい。 

○ この地域で働く場所が少ないというイメージがあるからか、求人を出してもなかな

か来てもらえない。高卒生の就職者が欲しいし、地域でできる限り働いてもらいたい。

紀南高校では様々な分野の地元の職業人が、講師として説明する機会があるので、そ

の中でもっとＰＲをしていきたい。 

○ 地域に生徒を定着させるには、産学が連携して、今までと違った観点で子どもたち

を育てていくべきである。国がＧＩＧＡスクール構想を進めているが、通信環境が整

っていない家庭も多い。情報ネットワークを整え、ＩＣＴの使い方を学ぶことで２校

がうまく連携することができれば、小規模となったとしても２校のまま存続していけ

る可能性はある。 

○ 木本高校が進学校として存続していくためには、５クラス規模でないと教員の確保

等の面で課題が生じると聞いていたが、４学級規模となった現高校１年生の様子はど

うか。 

 → 理科などは科目ごとの専門分野の教員を確保することが難しいが、スタディサプ

リやクラッシーなどを活用したり、教員が個別で質問を受けつけたりすることに

より対応している。  

＜部活動について＞ 

○ 生徒の減少による学級減の結果、教員が減り、部活動を指導する顧問が不足し、希

望する生徒がいても廃部せざるを得なくなっている。子どもたちの学校生活を充実す

るうえで部活動は大きなウエイトを占めている。部活動が学校と地域をつなげる大切

な架け橋となるよう、教育委員会が必要に応じて外部指導者を確保して欲しい。 

 → 部活動は、異なる学年の子どもたちが一緒に活動することにより主体的に非認知

能力を培える場であり、コロナ禍の中で、その教育的効果が一層浮き彫りになっ

資料２ 
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たと思う。一方、働き方改革を進める中で、教職員の時間外勤務に占める割合の

最上位は、部活動に係わる時間であることが分かっている。また、部活動を理由

に地域外へ進学している生徒は毎年２０人～３０人と地域外進学者の約半数近く

に及ぶ。現在、外部人材の活用や地域スポーツの活用等の方向性を国が出そうと

しており、それを参考にして検討していきたい。                               

○ 紀南高校はコミュニティスクールであるが、地域による部活動のサポートもあるの

か。 

 → 教育課程の中でのサポートが中心であるが、外部指導員として運動部の監督をし

ていただいたり、同窓会や地域企業の方からは、陸上競技部のためにオールウェ

ザートラックを設置していただいたりもしている。 

○ それぞれの学校において生徒減にともない存続が難しくなってきた部活動もある中、

自身が種目やレベルを求めて管外へ進学する生徒も多い。両校で一体となって部活動

を行ってはどうか。 

 → 合同での出場が認められている競技や参加できる大会はある。また、校舎制の南

伊勢高校では、両校舎で移動しあって合同練習をしている部も存在する。もし、

当地域において同様な活動を行おうとすると、移動時間がかかるため練習時間が

短縮されることが予測されるが、対応策として検討に値するのではないか。 

≪県立高校の現状等について≫ 

○ 令和３年度の入試において、尾鷲高校で１クラス３５人を導入したことについて、

県としての考え方や今後の方針について説明が欲しい。 

 → すでに統合した学校のある地域において、さらに１学級を４０人として学級減を

行うと当該地域の専門学科の学びが維持出来なくなることから、定員を３０人、

３５人とした。高校標準法により、１学級４０人を標準としており、白山高校と

尾鷲高校を合わせて４０人を減じた。こうすることで専門学科の学びは維持され

るが、入学定員そのものは減り、教職員の数も減ることにともない、少ない教職

員で以前と変わらない学級数に対応する授業を担わなくてはならなくなっている。 

○ 後期選抜において、志願倍率が０．１倍を切っている学校の状況について説明して

欲しい。 

 → 現在の「県立高等学校活性化計画」（以下、「計画」という。）においては、小規模

校の活性化に取り組み、地域と一体になった学びを推進するとともに、県内だけ

でなく県外からも入学できる入試制度を導入するなど、活性化に取り組んでいる

ものの、地元の中学生が入学する割合は高まっていないのが現状である。 

＜地域の高校のあり方を協議する場合に大切な考え方について＞ 

○ 統合について協議する際には、法的、財政的な制約があると思うが、子どものこと

を一番に考えて議論してほしい。誰一人取り残さない教育を目指し、どの地域に生ま

れても子どもたちの学びを保証してほしい。 

○ 子どもたちが自分の行きたいところで学べるようにしてほしい。また、保護者の意

見も聞いて欲しい。 

○ 令和７年度の生徒減について協議しなければならないのも分かるが、御浜町や熊野

市の昨年の出生数は驚くほど少ない。１５年先の少子化をふまえて学校のあり方を考
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えることによって、令和７年度のあり方の考え方も変わるのではないか。和歌山県と

三重県との生徒の行き来も考慮するとともに、人口規模を保つための方策についても

あわせて検討すべきである。 

○ 次年度の活性化協議会については、平成２８年度のように途中でゴールを見失うこ

とのないよう、論点を焦点化して県の方向性を示し、子どもたちの学びがどうあるべ

きか協議して欲しい。また、この協議会での意見を教育改革推進会議にも届けてもら

いたい。 

 → 地域協議会でいただいたご意見は、教育警察常任委員会に報告するとともに、総

合教育会議や教育改革推進会議にも報告している。特に次年度の教育改革推進会

議は次期計画の策定に向けた審議が中心となることから、しっかりフィードバッ

クしていく。次期計画期間は令和４年度からの５年間と考えており、今回議論し

ていただいた令和７年度の当地域の高校のあり方については、この期間中のこと

となるので、引き続きご意見をいただきたい。 

○ 紀南ＰＴＡ連合会では、木本・紀南両高校の統合に関するアンケートを、約１５０

人の保護者に応えてもらったところ、両校の存続に関して多様な意見を持っているこ

とが分かった。引き続き調査を行っていきたい。 

＜紀南地域の県立高校のあり方について＞ 

○ 中学校卒業者数の減にともない、紀南地域全体で５学級の規模が見込まれる令和７

年度がひとつの区切りであると思うが、現在和歌山県が取り組んでいるように、三重

県でも具体的な再編を考えているのか。 

→ 現計画においては、地方創生の流れもふまえ、小規模校であっても、地域と一体に

なって学んでいくことを柱としてやってきた。しかし、計画期間が残り１年となり、

地域と一体となった学びをスタートさせた４年前とはフェーズが変わってきてい

るという認識は持っている。次期計画の策定においては、地域協議会の意見や、県

立高等学校みらいのあり方検討委員会での意見等を勘案して、再編に対する方向性

は打ち出していかなくてはならないと感じているが、今の段階では具体的には決ま

っていない。 

○ ２校を存続しても、両校でそれぞれ生徒数が減っていけば、校内での選択肢が減っ

てしまうことから、現在２割程度いる管外進学者がさらに増えてしまう可能性がある。

両校のよいところを残して、校内の選択肢を増やすために統合することは有りうるの

ではないか。この地域から管外へ進学することは、通学費等、経済的な負担が大きい。

学校の新たな魅力を高め、この地域の学びを充実させるという点で、統合は必要であ

る。 

○ 熊野市から遠方に位置する紀宝町にとっては、かつての中間地点に新校を設立する

案には賛成したが、熊野市まで通学することは単純には受け入れがたい。仮に統合に

より一時的に５学級を維持したとしても、すぐに４学級、３学級となってしまう。紀

南高校は小さな学校であるが、きちんと学べる環境があり、先生方は一生懸命取り組

んでもらっている。さらなる魅力を打ち出して、存続を図ることも検討して欲しい。 

○ 紀宝町内では、今後、学校へ入学してくる子どもたちは増々減っていく。県から具

体的な案の提示をしてもらい、他府県等の好事例を参考にし、住民の声もしっかりと

聞きながら、今後の長期的な学校のあり方を協議していくべきである。 
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大里 相野谷中

井田
浅里

成川

矢渕中

紀南地域バス路線図

紀南地域の生徒の木本・紀南両校への通学状況について 資料３

熊野市

御浜町

紀宝町

①瀞流荘 バスA

木本 （木本高校）
登校7:33→8:27

下校19:10→20:04

紀南 バスＥ乗車

③尾川 バスＣ

木本 （新町）
登校 7:10→8:12

下校 17:25→18:27

紀南 （阿田和駅）
登校 7:10→8:40

下校 16:31→18:27

②桃崎(湯の谷) バスＢ

木本 （新町）
登校 7:33→ 8:10

下校 19:25→20:02
紀南 （阿田和駅）

登校 7:33→8:40

下校 18:10→20:02

⑤大又大久保 三交バス

木本 （新町）
登校 7:53→8:20

下校 17:20→17:47

紀南 （御浜町阿田和）
登校 7:53→ 8:45

下校 16:55→17:47

④平谷 バスＥ

木本 バスＡ乗車
紀南 （紀南高校前）
登校7:23→8:29

下校18:06→19:12

⑦浅里神社前
町民バス・三交バス

木本（新町）
登校6:40→8:22

下校16:33→18:05(鮒田)

紀南（阿田和駅）
登校 6:40→8:04

下校16:49→18:05（鮒田）

⑥上桐原 町民バス

木本（熊野市駅）
登校6:40→8:22

下校16:33→18:30

紀南（紀南高校前）
登校8:05→8:31

下校16:26→16:55

紀南高校

木本高校
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今後の県立高校活性化の基本となる考え方について 

 

次期「県立高等学校活性化計画」の基本的な考え方 

 

（１）新しい時代を生き抜いていく力の育成 

  ア）人生 100 年時代の中で、自立した学習者として学び続けることのできる    

力の育成 

  イ）さまざまな変化に主体的に向きあいながら、新たなことを学び、挑戦す    

る意欲の育成 

  ウ）自らの生き方や働き方について考えを深め、学ぶことと自己の将来との    

つながりを見出していくことのできる力の育成 

  エ）多様な選択肢の中から進路を決定する能力や人間関係を築く力の育成 

  オ）諸課題の解決に向けて自分の意見や考えを伝えあい、他者と協働してよ    

り良い社会を形成しようとする力の育成 

 

（２）新たな時代に対応するために必要な力を育むための学びの推進 

  ア）全ての生徒における主体的・対話的で深い学びにつながる授業改善 

  イ）生徒一人ひとりの状況に応じた指導と個々の生徒に応じた学習活動の提    

供などの個別最適な学び 

  ウ）文系・理系を問わず、教科横断的な視点で物事をとらえ、実社会での課    

題解決に向けて創造的思考力や論理的思考を育む学び 

  エ）地域の方々や職業人など多様な人々と関わりながら、地域の特色や産業    

を題材に地域の魅力や課題を知り、自分たちに何ができるのかを主体的

に考えて行動する課題解決型の学び 

 オ）異なる文化に対する理解や郷土への愛着、語学力やコミュニケーション   

能力などを高め、将来、世界にあっても地域にあっても活躍できる力の

育成に向けた学び 

  カ）ICT をはじめとした先端技術を手段として積極的に活用しながら実社会の    

課題等の解決をめざし、人間ならではの考え方で新たな価値を創造でき

る力の育成に向けた学び 

 

 （３）多様な生徒が学べる環境の整備 

    義務教育段階の学び直しが必要な生徒、日本語指導が必要な生徒、特別

な支援を必要とする生徒、不登校の状況にある生徒、経済的困難な状況に

ある生徒等の個別の学習ニーズに応え、将来のキャリアや職業等に希望を

持ち、安心して学びを続けることのできる環境の整備 

 

 

 

参考資料３ 
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 （４）少子化の中での学校や学びの特色化・魅力化の推進 

   ア）生徒の多様な進路志望に対応するとともに、これからの時代に求めら

れる力を備えた人材を育成できる普通科、専門学科、総合学科、定時

制、通信制における学び 

   イ）小規模高校の総括的な検証をふまえ、全ての県立高校に通う生徒に部

活動も含めた教育活動の中で社会性・人間性を育むとともに、生徒の

学習ニーズに対応した幅広い科目の開設や専門性が維持できる学校の

規模やあり方 

   ウ）生徒の学びのニーズを基本としながら、通学環境、地域における高校

の役割をふまえた学校の配置 

 

 （５）特色・魅力ある教育の実現に向けた学校経営と教職員の資質向上 

   ア）多様な主体との連携・協働など、学校内外の教育資源を最大限に活用

した教育の推進 

   イ）校長のリーダーシップのもと、学校内外の人材との連携と分担を通し

て様々な課題に対応できる学校マネジメントの推進 

   ウ）各学校において育成をめざす資質・能力等に係る教育活動の指針の明

確化とカリキュラム・マネジメントを通じた教育活動の改善 

   エ）生徒の可能性を引き出すための個別最適な学びと協働的な学びの実現

に向けた教職員の資質の向上 

   オ）中学生や保護者、中学校教員をはじめ広く県民の皆さんに向けた各学

校における特色・魅力ある教育の情報発信 

   

m944250
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紀南高等学校 活性化取組の総括的な検証 

  協議のまとめ  

紀南高校は、平成１９年に高校では三重県初、全国でも２番目（３校目）にコミュ

ニティ・スクールに指定され、紀南地域の方々の支援を得ながら、年間を通じたイン

ターンシップを教育課程に導入するとともに、特色ある授業として「東紀州学」や「地

域産業とみかん」を実施するなど地域と連携した取組を進めてきました。また、福祉

関連の教育課程も設置し介護士へと進む人材の育成を行うとともに、看護学校等への

進学を目指す生徒への学習指導に力を入れるなど、地域医療や福祉に貢献できる人材

の育成にも一定数の成果を出してきました。さらに、地域の様々な職業の方と将来に

ついて語り合う対話集会を実施し、キャリア教育の推進を図るとともに、地域で生徒

が貢献するボランティア活動や小中学校との連携を通じて、地域における高校生の活

躍の場を広げてきました。これらの取組については、御浜町・紀宝町全戸に配付され

る広報誌とともに、コミュニティ通信「紀南の風」として年２～３回配付するととも

に、地域の新聞社やケーブルテレビにも常に学校の話題を提供し、ニュースに取り上

げてもらうなどして地域に積極的に情報発信しています。 

そうした成果として、地域の方々からも紀南高校はよく頑張っているといった評価

の声を聞くことも多く、特色ある取組に参加したいと希望して紀南高校を選択する中

学生も一定数いることから、ある程度の入学者数を確保してきましたが、少子化が進

行する中で、定員を超えるまでの入学者の増加にはつながっていない状況です。熊野

市・南牟婁郡の中学生は、地元を離れる一定数を除けば、多くは古くからの伝統を持

つ木本高校を目指す傾向があると考えられます。 

紀南高校は現在１学年２学級規模の学校となり３年目を迎えました。この間、教員

定数が１０名ほど減り、授業、校務分掌、部活動等の業務に困難が生じています。生

徒の進路のニーズに応じた教育課程の実施に向け、単位制高校として多様な選択科目

を設定していましたが、担当する教員が限られる状況もあり科目数を削減するなど対

応をしています。「地域産業とみかん」のように特色ある設定科目では、体験活動の

良さがうまく伝えられなかったこと、他にも多数ある選択科目が自分の進路に結び付

けた選択には至らなかったこと、全体の生徒数も減少したことなどが影響し、選択生

徒が激減するなど今後の開講が危ぶまれる状態となっています。部活動についても団

体チームが組めない状況が生じ、削減などしています。今後少子化がさらに進む中で、

入学者定員の減があれば現在の教育内容の維持が難しく、大幅な教育課程の改編や取

組の削減を行わざるをえなくなり、特色ある教育活動の縮小は必至となります。 

紀南地域の将来の生徒数については、最近の出生数を考えても厳しい状況といえま

す。高校だけでなく地域の子どもたちの学びをどうするのか、地域・市町はどう支援

するのかを考えることが重要です。その上で、紀南地域全体の学校規模と配置につい

て、今後のあり方を協議・検討する必要があると考えます。 

参考資料４ 
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